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ＡＩテクノロジーとアートの融合を⽬指す、

⼟佐尚⼦教授 ＪＳ講演

原画を安全に保続し⼀般鑑賞機会を増⼤
 京都⼤学でＡＩ時代に新しい価値を⽣み出すアート・イノベーションとアート＆テクノロジーの教育に従事する

⼟佐尚⼦教授が１⽉31⽇、ジャパン・ソサエティーで「時を超える: ⽇本のアート＆テクノロジー / Transcending
Time: Japanese Art & Technology」と題する講演会を⾏った。

 ⾦屏⾵に描かれた荘厳な美しさ、⽣け花の優美な線など、⽇本美術には時代を超えた魅⼒がある。現代では新し

い技術がこうした芸術との関わり⽅に⾰命をもたらしつつある。貴重な絵画を⾼精度で複製することで原画を安全

に保存しつつ、⼀般の⼈々が鑑賞できるようになった。⼀⽅、現代のアーティストたちは、テクノロジーを使って

⽇本の伝統的な芸術概念を斬新な⽅法で表現している。今回の講演会では、⽇本のニューメディア・アーティスト

であり「いけばなの⾳」の作者である京都⼤学教授の⼟佐⽒と、スミソニアン国⽴アジア美術館の⽇本美術キュレ

ーターであるフランク・フェルテンス⽒が、今⽇の⽇本美術界におけるテクノロジーの応⽤について考察した。

 質疑応答では、会場からアートとＡＩについての今後の⼟佐教授の考えなど多数の質問が⾶び交った。⼟佐教授

は「アナログとテクノロジーを融合させるヒューマンアートを⽬指したい。伝統アートだけでなくモダンアートも

⼈の⽣活に密着している」と指摘する。「ＡＩによるアート技術を追求すればするほど、アナログとしての⼈間の真

髄を考察することになる」と締め括った。

 ⼟佐教授は昨年の秋に続き、２⽉９⽇〜14⽇まで開催のＮＹファッションウィーク（ＮＹＦＷ）で最新作品を披
露する。10⽇午後６時30分から、会場はチェルシーインダストリアル（⻄28丁⽬５３５-５５１番地）にて。⼊場
は招待制。

（古市裕⼦／欧⽶サステナビリティ研究 SDGs ライター、写真も)


